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0、はじめに
　現代中国の文芸理論家で詩人の胡風は、その
文芸理論形成において魯迅の影響を受けている
といわれている。筆者は、胡風が魯迅から具体
的にどのような影響を受けたのかを明らかにし
たいと思い、ここ数年、胡風の著述より、魯迅
とその文学について言及された内容を検討して
いる。本稿では、1930～50年代の評論でこれ
まで取り上げていなかったもの、および1955
年の胡風批判に直接関係する報告、発言から見
てゆくことにする。訳文中の［］は筆者によ
る訳注である。
1、胡風の著述に見る魯迅とその文学
　以下、1937年から1954年までの評論、詩作、
書簡、報告、発言を、11節に分けて見てゆく
ことにする。
1）「冬夜通信」（「冬夜通信」1937年4月16日）
　「冬夜通信」は、『胡風全集』4巻に所収のも
のは、1937年1月12日脱稿、『熱風』第1巻
ig　2期（熱風月刊社、1937年3月1日）掲載
となっているが、孫郁、黄喬生主編、胡風、薫
軍等著『回望魯迅　如果現在他還活着一後期
弟子憶魯迅』（河北教育出版社、2000年12月・
以下『他還活着』と記す）所収のものは・26
年3月18日脱稿、26年とは民国26年、すな
わち西暦1937年であり、『新苗』第16期（1937
年4月16日）掲載となっている。（1）ここでは『他
還活着』所収のものを見てゆく。
　魯迅逝去の当日、ある夕刊に、胡風が魯迅の
「弔問客を拒絶した」というニュースが掲載さ
れたこと、さらに同年10月29日、ある夕刊の
副刊に、胡風本人が書いたのではない「弔魯迅」
という文章が、「胡風」の署名入りで掲載され
たこと、そしてそれらの出来事に対する胡風の
所感が述べられている。続いて魯迅の「『淑姿
的信』序」中の文章が引用された上で、
　この文章の格調の高さは東晋を追い、古典
引用の豊かさは西洋にも及び、たとえば“思
士陵天”の二文は、ギリシャ神話の中のイカ
ロスが危険を冒して失敗した故事から引用し
ている。全編の思想と情緒はいずれも現代の
ものである。魯迅は一生、常に中傷を受けて
いたので、彼の「世故三昧」の中で、このよ
うな感慨の言葉を発している。②
と述べ、さらに魯迅の「世故三昧」中の文章が
引用された上で、
人々は見る所が狭く、ただ金銭、親戚、賄
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賂を受け、情実にとらわれるのだけは見慣れ
ており、そしてむやみに憶測を加え、いつで
も人をそしり、実に嘆息すべきことである。
私が思うに、魯迅が指した書簡集の序とは、
おそらくこの「『淑姿的信」序」のことであ
ろう。彼はこの金女史について普段面識がな
く、関係も全くなく、印刷業者に“小序を頼
まれ”、魯迅は僅かな労も惜しまなかった。
文章には魂があり、歓びと悲しみがすべて現
れており、他人の悲憤を緩め、多くの恨みが
絡まるのを説明し、理解できる者は自ずと共
鳴し、俗人は曲解が多いことであろう。（3）
と述べている。
　『胡風全集』4巻所収の「冬夜通信」は、「『淑
姿的信』序」の引用よりあとの部分が異なって
おり、直接魯迅の文章とは関係のない別の内容
となっている。
2）「魯迅全集発刊縁起」（「魯迅全集発刊の縁
起」1938年6月6日）
以下に全文を訳出する。（4）
　魯迅先生が私たちのもとを離れてから、もう
すでに1年半になる。魯迅先生記念委貝会は早
くから全集発刊の仕事を行うことを決めてい
た。その中で様々な人事の曲折と予想外の困難
のために、現在になってようやく整理を終えて
発刊の運びとなった。これは記念委員会の深く
お詫びする所である。
　魯迅先生の一生の著述は数えきれないほど多
く、全集を編集するのは容易なことではない。
幸い魯迅先生は逝去される前に自ら“三十年集”
総目録を起草し、生涯の著作及び述作を年代順
に十巻に分けており、今回記念委員会が全集を
発刊したのは、この目録を基礎とし、さらに翻
訳作品を加え、翻訳の年代順に十巻に分けたも
のである。全部で二十巻から成る。中には多く
の未刊原稿があり、たとえば『古小説鈎沈』『漢
文学史綱要』など、いずれも多くの読者が久し
く一読したいと思っているものである。また多
くのすでに絶版となった訳書があり、たとえば
『会稽郡故書雑集』である。『月世界旅行』『集
外集拾遺』の中の諸作、および『壊滅』など、
一般の読者が求めて入手することは容易なこと
ではない。魯迅先生の一生の著訳はすでに、ほ
ぼここに尽くされているが、このほかに、さら
に『日記』『書簡』『六朝造像目録』『六朝墓志
目録』、『漢碑帖』『漢画像』など、影印の作業
が莫大なため、すぐに世に出すことは容易では
ない。収録の劉拘『嶺表録異』、謝承『後漢書
輯本』の二種は、原稿がまだ得られておらず、
いずれも続編を待つよりほかしかたがない。
　魯迅先生は一生、“著”と“訳”に力を注ぎ、
最後まで少しもその力を緩めることはなかっ
た。彼の広くて深い学識、勤労にいそしみ慎重
な態度は、彼が従事した仕事の分野で偉大な成
果を有らしめた。彼は現代の最も偉大な作家で
あるだけでなく、彼は現代の最も偉大な学者、
思想家でもある。彼は“撲学”の旧時代を終わ
らせ、“戦闘”の新時代を切り拓き、彼の学術
は前を受けて後を起こすものであり、彼の思想
は内外すべてに通暁したものである。
　魯迅先生は医学から文芸研究に転換したが、
一貫して社会改造の決意の上に立っている。彼
は科学の力量の偉大さを信じているが、しかし
彼は当時の社会の暗黒も痛感している。彼は早
年『地底旅行』と『月世界旅行』の二編の科学
小説を翻訳し、並びにロシアのアンドレーエフ
の短編（域外小説集を見よ）を選訳しているが、
これはつまりこの二つの動機から出発したもの
である。しかし彼は章太炎先生の弟子であり、
彼は清代撲学家の謹厳な学問態度を受け継いで
いる。この時期、彼が私たちに遺したものは、
すなわち『会稽郡故書雑集』、『中国小説史略』、
『小説旧聞i沙』、『古小説鈎沈』、『稽康集』、劉拘
の『嶺表録異』、謝承の『後漢書』である。彼
の校訂の作業は極めて精密で深く、一字一句の
異同さえも安易に見逃すことはせず、王護の『漢
魏遺書紗』、馬国翰の『玉函山房輯逸書』、甘泉
黄氏の『漢学堂叢書』よりも、はるかに優れて
いる。
　この学問精神と同様に、彼はまた非常に精密
に深く現実社会を観察していた。『新青年』の
刊行は、彼の謹厳な筆をもう一つの方向に発展
させた。彼は多くの小説と雑感を書き、『晒戚』
『野草』『墳』『熱風』、『華蓋集」および『彷径」
の諸書を刊行した。その多くが暗黒の暴露と辛
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辣な風刺の作であり、特に『阿Q正伝jの一
編は、すでに全世界人士の朗読するところとな
るのみでなく、さらに旧中国の民族性に典型を
与えて描き出した。
　古いものを憎悪し、新しい憧憬を培う。この
時期、魯迅先生は『苦悶の象徴』、f象牙の塔を
出でて』、『エロシェンコ童話集』、『桃色の雲j『あ
る青年の夢』と『労働者シェビリョフ」を翻訳
した。
　しかし、時代は、青年世代を熱愛する彼の本
性、そして強靭な戦闘精神を進展させ、
一九二五年の五・三〇運動と翌年の三・一入虐
殺が起こると、それはさらに積極的に盛大と
なった。彼は残酷な軍閥の政客と衝突し、彼は
権門の庇護を受けるニセの自由主義思想学者と
格闘した。彼はついには追われて北京を離れた。
アモイ大学と中山大学で教鞭を取った。しかし
彼はまた非常に鋭敏に光明の背後にある暗黒の
鮮血の中の毒害を見抜いていた。その後、上海
に定住し、彼は革命の天折、前進者の虚弱を悼
み、多くの雑文を書き、二つの面の闘争をおこ
なった。『而已集」、『三閑集』、『二心集』の諸
書中の文章は、この時期に書かれたものである。
壁下訳叢、ルナチャルスキーの『芸術論』と『文
芸批評』、プレハーノブの『芸術論』とソ連の『文
芸政策』などの書は、この時期に翻訳されたも
のである。
　その後、新哲学運動が展開される。魯迅先生
はさらに断固として若い世代のために、さらに
壮烈な奮闘をおこなった。彼の仕事は積極的な
破壊と積極的な建設の二つの面に向かって発展
した。彼は『偽自由書』、『准風月談』、『南腔北
調集』、『花辺文学』の諸作を書いており、彼は
ヤーコブレフの『十月』、ファジエーエフの『壊
滅』、および二編のソ連短編小説選集『竪琴』
と『一日の仕事』を翻訳している。最後に、彼
はさらに青年世代の若干の人たちの彷径と混乱
のために『且介亭雑文集』の中の幾つかの極め
て重要な文章を書いた。偉大な作品を生み出す
基礎を打ち立てるために、かつてない逞しさと
美しさのゴーゴリの『死せる魂』を翻訳し、死
の直前の最後の一刻まで、彼はなおもこの『死
せる魂』第二部の翻訳のために筆を執った。
　魯迅先生は芸術を特に愛好していた。早い時
期、六朝造像と漢画像を収集して編集した。こ
れらはいずれも非常に貴重な作品である。惜し
いことに各地に散逸し、すぐには整理できない。
彼は板垣鷹穂の『近代美術思潮論』を訳し、『引
玉集』、『北平箋譜」、『木刻紀程』、『死魂霊百図』
などの書を出版した。彼は中国木版画の創作の
気風を開き、青年たちを伴い、もう一つの道ま
で登っていった。しかしこの全集には、近代美
術思潮論を除いて、そのほかのものはどれも入
れることができなかった。
　しかし、魯迅先生の著述研究の発展過程にお
いて、この全集はすでに充分なものである。こ
れは一つの炬であり、中国の未来の偉大な前途
を照らしており、そしてまた一つの指針でもあ
り、私たちがどのようにこの前途に向かってす
すむのかを指し示している。この民族抗争の時
期に、この全集の出版でどのような作用が生じ
るのか、想像できることである。
3）1930年代のその他の評論
　「『工作与学習叢刊』編校後記及其他」（「『工
作与学習叢刊』編集後記およびその他」より、「第
一輯『二三事』（1937，3，10）」の編集後記を
見てみる。魯迅の「関於太炎先生二三事」につ
いて、次のように述べている。（5）
　『太炎先生に関する二三の事』は魯迅先生
が逝去される前に書き終えた遺稿の一つで、
もともと未出版の週刊であったが、つまり本
刊の前身として執筆したものである。先生は
往事を懐かしみ、気持ちを抑えきれずに、特
に章太炎の革命的な、しかしまさに彼の読者、
門人、および彼自身が隠蔽し埋めてしまった
一面を描き出し、作者の胸に抱くものの広さ、
歴史の大きな流れの中を闊歩する姿を見るこ
とができるだけでなく、同時にこの中に潜伏
している当時の現実に対する熱烈な反抗をも
感じることができる。この一編からだけでも、
先生は、生存を求める中華民族に対して、い
かに偉大な指導の力量をもっていたかを見る
ことができる。
　「関於鹿地亘」（「鹿地亘について」1938年2
月16日）より、魯迅との関わりが述べられて
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いる箇所を引用する。（6）
　ある日、魯迅先生は私に言った。「鹿地亘
が上海に来て、会いたいと言っているが、ど
うだろうか」。そして時間を決めて、約束し
た時間に面会した。場所は内山書店の主人の
お宅の客室で、同席者はほかに鹿地の寄寓先
の主人、新聞記者の日高がおり、彼は魯迅に
幾つかの間題を出し、明らかに、彼の目的は
中国文壇と文学運動の情況をはっきりと理解
したかったのである。しかしどうも話がとて
も散漫で、気ままな世間話となってしまった。
現在ただ一点だけ覚えているが、彼が言うに
は、日本は、以前は文化運動者に対して確か
に残酷であったが、しかし政治運動に参加し
ないことを声明しさえすれば、保釈出獄でき
たが、現在はそうではなくなった、文化活動
でも、どうしても唯物主義の観点の放棄を承
認しなければならず、彼自身が最初にこのよ
うな銃床を突きつけられたという……
　当時私たちは、決して彼に、最近一二年来
の国内の闘争の経過や、どうやって上海に来
たのかについて尋ねなかったが、しかし彼は
上海に留まった。それというのも、その頃、
魯迅先生はすでに改造社と、中国の青年文学
を『改造』に発表して紹介する契約を済ませ
ており、この翻訳の仕事を鹿地亘と中国語が
分かる日高に依頼しており、そして鹿地自身
も魯迅の雑文の選集を一冊翻訳したいと考え
ていた。
　もともと中国の作品の紹介は、私が候補と
する作品を挙げ、魯迅先生の決定を経て、鹿
地亘と日高が訳した後、再び魯迅先生が校正
するものであった。しかし魯迅先生は仕事が
忙しく、持病が再発したので、当時魯迅先生
を受け継いだのと同時に、私のある友人の勧
めでもあったが、最初の一編以降、選定と校
正の仕事は完全に私が担当した。このこと、
および魯迅先生の雑文の選定と校正のため
に、おおよそあの時の面会から一ヶ月あまり
後だったろうか、私は初めて、彼が当時すで
に池田幸子と同居していた住まいを訪ねた
が、そこはある外国人の、ごく小さな二階の
中であった。
4）「如果一粒麦子死了一紀念魯迅先生
六十一歳的誕辰」（「もし一粒の麦が死んだら
一魯迅先生六十一歳の誕生日を記念する」
1941年8月1日）
以下に全文を訳出する。ω
　民国三十一年（1881年）八月初三日［旧暦
の三日］、紹興城内のある周という姓の家庭に
一人の子供が生まれた。この日が西暦のどの日
にあたるのか、現在まだ調べがついておらず、
そのため私たちが現在通用している暦の習慣で
この日をしばらく借用するよりほかなく、すな
わち今年八月の初三日に至り、時の流れはまる
まる六十一年流れ去った。この六十一年、かの
市民階級は繁栄期から下り坂へと至り、それに
代わる新たな主人は、歴史の舞台に登場した先
進国家によって包囲された。中国は、鞭打たれ、
侮辱され、奴隷とされ、しかし続いて覚醒し、
もがき、奮闘し、苦難の、しかしまさに偉大な
歴史過程をも経験した。この歴史過程の中で、
先進的な中国人民に対して後光を背負い、その
名を挙げると敬愛の情が沸き起こる名前があ
る、それはすなわち魯迅である。
　六十一年、これは確かに人類の歴史上、ごく
短い時間に過ぎない。しかし人類の前史がまさ
に終わろうとしている、新生の時期である。そ
れが中国にこの偉大な過程をもたらしたことは
少しの疑いもないことである。この偉大な過程
の中で、中国人民は、自身の自由を争い光明を
争う戦闘要求によって、先進人類文化の教育に
よって、中国歴史伝統の中の優れた成分を培養
することによって、自己を改造し、光り輝く先
駆の戦士を送り出した、これもまた少しの疑い
もないことである。
　しかしそうであっても、魯迅が歩んだのは“奇
跡”に近い苦難の道であった。
　まず初めに、彼は一人の民衆の詩人であり、
反抗の詩人である。彼は歴史の重圧、社会の暗
黒を歌い、彼は民衆の苦労、民衆の受難を歌い、
彼は復讐の反抗の魂を歌う。他の方法の戦闘者
が大いに“権力”を借用し、“権変”を口実に
その目標に迫る時、魯迅は、民衆詩人の魯迅、
思想戦士の魯迅は、裸足でいばらの道を歩くよ
うなことしかできず、戦術意義における虚偽す
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らもなく、手に寸鉄を帯びず、残酷な暗黒の社
会の中で、赤裸々に彼の魂を捧げた。
　これは真の思想戦士に共通の道であるが、し
かし先行する市民人文主義がなく、さらにアジ
アの麻痺と冷酷な統治をこうむる中国社会の申
で、この道は特に困難なものであった。二十七
歳で学籍を捨てて、専念して計画した『新生』
の出版に失敗してから後、十年を経て、ようや
く最初の作品『狂人日記』の出現を見た。この
十年の間、彼は旧社会の揺るがぬ統治のもと、
転々とし、もがくことしかできず、彼の言うと
ころの人民の魂を医学で治すという願望の実現
に着手することはできなかった。これは彼が比
較的遠く歴史の前方を進んでいたからであり、
そのため彼の闘争の道も当時の一般の改革者の
戦場に通じるということは許されなかった。
　『狂人日記』から一九三六年まで、このごく
短い十八年の間、人類歴史の変革と中国人民の
覚醒によって、彼の道はそのまばらな足跡で
徐々にできあがってゆき、その一端は暗黒の過
去に通じ、もう一端は不滅の将来に通じる。
　しかしこの期間に、彼の闘争は順調な時がど
れだけあったであろうか。一方で、彼は一般の
改革者が受けた迫害を受けた。まずは封建軍閥
の抑圧、その後は“封建軍閥”を“打倒した”
党国の“文化政策”一声を出すことを許さず、
彼に食糧を取ることができなくする文化統制政
策、走狗たちが汚れた血を人に噴きかけるよう
な文化デマゴーク政策、指名手配、暗殺の文化
テロ政策………
　他方で、彼はさらに一般の改革者、甚だしき
は同じく“思想闘争”者にはない経験に耐えな
ければならなかった。それら見たところさほど
重要ではなさそうだが、実際には非常に有毒な
文化ブローカー主義との闘争。これは、一方で
思想態度上に表現され、彼は、それら美しい字
句を弄びたいだけの勇士たちに対しては少しの
遠慮も残さず、他方、実際の出版関係上に表現
されており、彼は、それら目先の効かない、欲
深い書店の主人たちと一人一人喧嘩をし、彼の
出版計画はその大半が事前に悶死するか、ある
いは途中で破綻し、ついには名声を高めた晩年
に至り、なおも自分で募金して書店の仲間に御
願いして、自分の、あるいは友人の作品を組版
印刷するよりほかなかった。
　このように、闘争のために、彼は大部分の精
力を消耗せざるを得ず、彼の道は、実際には、
これら消耗させられた血液で染められたもので
ある。しかし驚くべきことは、この短い十八年
間の、手に寸鉄を帯びない戦闘、そのうえ精力
を消耗させる戦闘の中で、彼は私たちに一本の
道を切り拓き、それは“魯迅の道はすなわち私
たちの道”という道である。
　一九三六年、彼は倒れた。しかし彼の生命は
完結していないだけでなく、すぐに新たに開始
した。彼と、闘う中国人民はともに生きており、
彼と私たちはともに生きており、彼と生きた具
体的な闘争はともに生きている。もし一粒の麦
が死んだら、彼はさらに多くの麦を生み出すで
あろう。しかしこれは、自分の名前を“魯迅”
と呼びたいような人たち、自分の作品の題名を
『狂人日記』、『阿Q正伝』としたいような人た
ちとは関係がなく、さらに魯迅の骨を彫刻して
帽子の飾りにしたいような人たちとも関係がな
いo
　このような意味において、私たちは勝利の気
持ちで彼の六十一歳の誕生日をお祝いすること
ができるのである。
1941，8，1夜
5）「魯迅的白話詩」（「魯迅の白話詩」1942年
　1月10日）
以下に全文を訳出する。（81
　魯迅、この偉大な指導者は、思想家と呼ぶ者
もあれば、雑文作家と呼ぶ者もある、しかし一
般的な印象では、彼は小説家である。
　しかし、事実上、魯迅は詩人である。
　おおよそ魯迅の講義、あるいは演説を聞いた
ことのある者は、誰もが彼のあの深く犀利な眼
光を忘れ得ないであろう。まるで、どの言葉も
深い思索の中から滲み出てくるようである。こ
れは詩人の気質であり、沈欝な詩人の気質であ
る。
　沈轡と言えば、私たちは杜甫を思い出すが、
杜甫は実に彼ほど沈響ではない。たとえば、彼
の『丁玲を悼む』〔『丁君を悼む』であろう〕の
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最初の一一一文である。
磐石のごとき夜の気、重楼を圧す！
　わずか七字で、当時の社会環境の劣悪さ、あ
の時代の重い気圧をすべて言い尽くしている
が、こんなにも重々しく、読者にも無窮の圧迫
を感じさせるかのようである。
　記憶によると1931年春、彼の学生である趙
柔石、およびその他の数人の作家　一胡也頻、
股夫、白葬らが殺された時、彼もまさに逃亡中
であった。ある春の夜、彼は一軒の小さな旅館
の中庭を排徊し、このすべてを考え、彼は覚え
ず“長年の習慣”を再発し、以下のような一首
を吟じた。
　長夜、春時を過ごすに慣れ、
婦を翠さえ、雛を将い、繋に綜あり。
　夢里、依稀として慈母涙し、
城頭、変幻す大王の旗。
　見るに忍びん朋輩新鬼となるを、
怒りて刀叢に向かいて小詩を覚む。
　吟じ罷め、眉を低くして書く処無く、
月光、水の如く綴衣を照らす。
　このような沈欝の空気は、義山、梅村に似て、
かつてあったもので、郭沫若先生がこれを“絶
唱”と称するのも無理もない。
　しかし、ここで挙げたものは旧体の詩作であ
る。そして白話詩は、ふつう魯迅の作品を愛読
する人は充分に注意していない。皆さんが連想
するのは、きっと以下の一首であろう。
私の失恋
私の愛する人は山の中腹にいる。
彼女に会いに行きたいけれど、
山は高く、こうべを垂れて、
どうしようもなく、涙で衣服を濡らす。
愛する人は私に蝶の模様の
ハンカチをくれた、
お返しに何を贈ったか。ミミズク。
それから彼女は一変して、
私の相手をしてくれない。
どうしてなのか分からなくて
私の心はびくびくしている。
私の愛する人は賑やかな街の中にいる。
彼女に会いに行きたいけれど、
人が混み合っていて、こうべをあげて、
どうしようもなく、涙で耳を濡らす。
愛する人は私につがいの燕の
絵をくれた、
お返しに何を贈ったか。氷糖萌薦。
それから彼女は一変して、
私の相手をしてくれない。
どうしてなのか分からなくて
私はぼんやりしてしまう。
私の愛する人は川べりにいる。
彼女に会いに行きたいけれど、
川の水は深く、頭をかしげて、
どうしようもなく、涙で襟を濡らす。
愛する人は私に金の時計の
鎖をくれた、
お返しに何を贈ったか。発汗薬。
それから彼女は一変して、
私の相手をしてくれない。
どうしてなのか分からなくて
私の神経は衰弱する。
私の愛する人は豪邸にいる。
彼女に会いに行きたいけれど、
車がなく、頭を振って、
どうしようもなく、麻のように
涙を流す。
　　　　　　　マイカイ愛する人は私に政塊の
花をくれた、
お返しに何を贈ったか。ヤマカガシ。
それから彼女は一変して、
私の相手をしてくれない。
どうしてなのか分からなくて
一彼女の好きにさせろ。
　その実、これはまさに魯迅先生自身の小見出
しに書いてあるように、「擬古の新しい譜諺詩」
である。古詩のもともとの形はこうである。
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四愁詩
　私の思うあの人は泰山にいる、ここから会
いに行きたいけど梁父は険しく、横を向いて
東を望み翰を濡らす。美人は私に金錯刀をく
れた、何をお返しに贈ろうか、英京瑠。路は
遠く致し方なくただ遣遥するのみ、なぜか憂
いをいだいて、心煩い疲れ果てる。
キューピットは慌てて、頭を振って言った。
「ああ！あなたは人を思う心ある方なのに、
そんな事を言うなんて。あなたが誰を愛すべ
きか、どうして私が知りましょうか。
ともかく、矢は放たれました。あなたは誰か
を愛するのなら、懸命にその人を愛しなさい。
誰も愛さないのならば、懸命になって自分で
死んでしまってもかまいません。」
　私の思うあの人は桂林にいる、ここから会
いに行きたいけれど湘水は深く、横を向いて
南を望み襟を濡らす。美人は私に金ge］　Fをく
れた、何をお返しに贈ろうか、双玉盤。路は
遠く致し方なくただ慨帳するのみ、なぜか憂
いをいだいて、心煩い傷つき悲しむ。
　私の思うあの人は漢陽にいる、ここから会
いに行きたいけれど朧阪は長く、横を向いて
西を望み裳を濡らす。美人は私に　裾楡をく
れた、何をお返しに贈ろうか、明月珠。路は
遠く致し方なくただ躍躇するのみ、なぜか憂
いをいだいて、心煩い紆余曲折する。
　私の思うあの人は燕門にいる、ここから会
いに行きたいけれど雪は降り頻り、横を向い
て北を望み襟を濡らす。美人は私に錦誘鍛を
くれた、何をお返しに贈ろうか、青玉案。路
は遠く致し方なくただ増嘆するのみ、なぜか
憂いをいだいて、心煩い悲しみ惜しむ。
そして魯迅のこの「擬古詩」は明らかに風刺の
打油詩である。彼の白話詩に至っては、彼自身
の旧体詩と同じく沈欝なものである。いま、こ
の後に一首を載せておく。
愛の神
一人のキューピットが翼を広げて空申で、矢
をあてがい、弓を張り、
どうしたことか、矢を放ち、私の胸を射てし
まった。
「キューピットさん、でたらめでも、ありが
とう！でも私におしえて下さい、私は誰を愛
すべきなのかを」
　この詩の最後の一文は、見たところ、どうも
滑稽であるが、その骨子は実に如何ともし難い
悲哀に満ちている！詩全体の沈欝な空気は、い
ずれも“でたらめでも、ありがとう”と、この
最後の一文に滲み出ている。皆さんがもしこの
詩を、愛情のための如何ともし難い苦痛として
書いた、あるいは風刺詩としてのみ見るのであ
れば、それは完全に間違いである！“愛の神”
とはすなわち“自然”に違いない、“自然”は
万物を生む。確かに、彼は決して責任を負うも
のではない1“生きてゆけるのであれば、生き
てゆきなさい。そうでなかったら、あなたが自
分で死んでしまっても、私には何の関係ない1”
もしあなたが貧しく苦しく落ちぶれた時には、
彼一“自然”に聞きなさい1そして“自然”
が話をできるのであれば、彼はきっと無頼にこ
うあなたに答えることだろう！あなたにどんな
方法があるのか？
　魯迅の沈欝とはこのようなものである。
　それゆえ、私は、魯迅は詩人である、と言う
のである。
　　　　三十年秋旅中、忽々として筆に随いて
6）1940年代のその他の評論
　「関於歴史劇問題」（「歴史劇の問題について」
1942年7月24日）。1942年7月24日、桂林で
開かれた歴史劇問題座談会での胡風の発言であ
る。（9）この中で胡風は、「歴史文学の中に、私
たちは何を書き表さなければならないか」と提
起し、二つの点、すなわち「一、歴史の真実を
見出す。二、その今日の歴史発展との関係を見
出す」ことを挙げる。そして魯迅の『故事新編』
の序文中の言葉を引用する。
歴史小説については、広く文献を研究し、
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その言葉に必ず根拠を必要とする作品は、た
とえ誰かがそれを“教授小説”とあざけろう
とも、実際には構成するのが難しい作品であ
ると思われる。少しだけネタを取り、好きな
ように文章を潤色し、一編の作品とするに
至っては、どんな手腕も必要としない。……
事柄の叙述は、時として少しばかり旧書に根
拠があるが、時として口からの出任せにすぎ
ない。……
そして胡風自身の考えを述べている。
　歴史の某点を掴んで発揮することは容易で
あり、厳密な研究を経て歴史の真実を反映さ
せることは難しい、ということが分かる。し
かし実際の作品の中で、しばしばこのように
厳格ではあり得ない。彼の『理水』を例に挙
げるのが最もよい。彼は現代の人物も歴史の
中に放り込んだ、確かに彼も歴史を放棄して
いないが。一私たちが歴史の真実の有力な
再現を要求するのは、決して一般に言うとこ
ろの投影作用のためではない。極端な例を挙
げて言うと、古代の人と人との闘争だけでな
く、甚だしきは人と自然、人と毒蛇猛獣との
闘争でも、歴史の真実を芸術の真実に化えて
ありさえすれば、それも私たちの人類解放闘
争に対する確信と情熱を高めることができる
のである。だから私たちは歴史の真実の内容
を表現できる作品を要求する。なぜか。歴史
の結果を把握することは、すなわち今日の生
活を把握することだからである。
創始者であり、光輝く勝利者である。このよ
うなプーシキンは、彼が紹介され入って来て
から以降の中国では、私たちの歴史上のすべ
ての人民闘争が、ようやく最初に近代民主革
命の性質上、その意義を探し当て、またその
力量を表現した。そしてこれに応じて、ある
いはこれを源として、またこれに帰趨し、基
本的な思想上、二千年の封建文芸の統治を覆
し、輝かしく、民族の現実と人民の要求の中
から、民主思想の人民の文芸を打ち立てた。
プーシキンと中国の合流は決して偶然の事で
はない。歴史は時として故意に私たちに、そ
れは決して非情ではないということを見せっ
けるようだが、最初にプーシキンを紹介した
のは、まさにのちに中国人民文芸の開拓者、
創始者、そして光輝く勝利者となった青年魯
迅である。
7）「創作上的三個現象和一個問題」（「創作上
　の三つの現象と一つの問題」1951年9月20日）
　1951年5月から9月にかけて、胡風は四川
の土地改革に参加し、その終了後、重慶市文連
研究部の要請に応えて講話をおこなった。文連
研究部は、文芸理論面の問題として、一般読者
の意見を総合して「創作上の三つの現象と一つ
の問題」を提起した。そのうち「第二の現象」は、
「現在の一般の作品の中の英雄、模範、および
党員の描写にあまり満足できないで、血肉が無
いように感じられ、生き生きと書かれていない」
というもので、この点に関して胡風は魯迅の作
品に言及している。（11）
　「A．S．普式庚与中国　一為普式庚逝世
一百十年紀念写」（「A．S．プーシキンと中国
一プーシキン逝去百十年記念の為に書く」
1947年11月16日）。（10》この中で胡風は言う。
　プーシキンが生活していたロシアは、初め
て近代の民主革命運動を発動し、そしてこれ
に応じて、ロシアの国民文芸は、ようやく深
い民族性と人民性の中にその基礎を打ち立て
た。……プーシキンこそが、まさにこの民主
革命運動の詩人であり、旗手であり、ロシア
国民文芸の歴史上、彼はまた開拓者であり、
過去に私たちがこの方面でおこなったことは
不充分で、その主な原因の一つは、文芸思想
上いまだ存在している問題で、これは人民に
対する見方と相通じるものである。たとえば
魯迅の作品『狂人日記』、『阿Q正伝』など、
いずれも辛亥革命前後の人民生活の苦しみ
と、封建勢力がいかに残酷に人民を搾取し、
欺き、人民の精神に障害を残したのかを深く
書き表している。これらは私たちが読むごと
に、すぐに心中の同情を引き起こし、これら
無事の犠牲となった人民に対して哀悼を表
し、封建勢力に対し、恨みと反抗を引き起こ
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すことであろう。これは何によってか。魯迅
はこれらを書く時、深く人民の魂の本質の中
に入って書き、彼らの肖像を描くだけでなく、
さらに彼らに生命を与えた。英雄、模範、党
員および幾千万もの無名の英雄に対して、私
たちがうまく書けていないのは、私たちが未
だ対象から出発せず、単に観念から出発する
のみで、人民に内在し発展するものを書けて
おらず、ただ彼の断片的な図と一般的な意義
しか書いていないからである。これらは、闘
争、鍛錬、発展を経ないで成長した単純なも
ので、いずれも生きていない形象であり、そ
のため彼らは私たちを感動させることはでき
ない。
8）『英雄譜』（『英雄譜』1950年1月4日）
　長編詩『英雄譜』は政治叙情詩集『時間開始
了1」（『時間が始まった1』）に収められている。
1949年9月30日、天安門広場で挙行された人
民英雄記念碑の定礎式から始まり、革命運動の
中で犠牲となった東南大学附属中学時代の学友
たち、雑誌『七月』に拠った作家丘東平、胡風
が自分を革命文学の道に導いたと考える小林多
喜二、魯迅らを偲んだ長編詩である。この詩の
中より、魯迅について詠まれた箇所を訳出して
みる。（12》
ふっ
あなたは笑う
その笑いは、私が覚えているよりも
ずっと無邪気だ
どうしたんだ1
あなたの笑いの中には、どうも少しばかり
疑問符があるようだ
私が自分のことを言い尽くそうと、
自分を小さな一粒の個人英雄主義者だと
言っていると思うのか？
そうなのか？
あなたがそんなことを思ってないことは
分かっている
あなたに言うのを忘れていた
私は無数の英雄の勇士のことを言って
いるんだ
彼らは様々な冤路で、痛みをともなった
でも彼らは試練をへて
勤労の人民を発見した
マルクス主義を探し当てた
私たちの祖国の大地で
彼らは幾つもの火の球になって
　　ゆくところは、どこでも焼きつくす
苦難に直面する1
苦難を征服する！
闘争を堅持する1
闘争を拡大する1
勝利を信じた1
勝利を勝ち取った1
あなたはまた笑う
その笑いは、さっきの笑いよりもずっと
すてきだ
どうしたんだ！
あなたの笑いの中には、どうも少しばかり
疑問符があるようだ
私がただ普通のことを言っているだけで、
具体的な闘争の道とはどんな事なのか
忘れたとでも思っているのか？
そうなのか？
あなたがそんなことを思ってないことは
分かっている
あなたにもう一度言うのを忘れていた
この霊魂労働の苦味と甘味
もともとあの偉大な先行者たちから
汲んで来たものだ
確かに彼らの精神戦績は大海のようだが
確かに私たちの汲んで来たものは
わずかな一滴だが
でもそれは私たちの命を蘇らせ
私たちを目覚めさせ
私たちに生気を与え
私たちが勤労人民に近づく時
彼らの霊魂に
　きっと感応と感激を有らしめるだろう…
その偉大な兄弟たちの中で
あなたも知っていて、心から尊敬する
私たちにとって
　　最も最も親愛な名前
彼の名は魯迅という1一
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ドーン………1
空いっぱいの光明
燃えさかる歓びの聖火が昇り始めた
ドーン………！
空いっぱいの音流
雄雄しき歓びの聖楽が昇り始めた
彼が来た
幾千万もの彩線はみな歓び踊り出し
　　　　　　　　　　彼に向かって飛ぶ
幾千万もの鮮花はみな歓び笑い出し
　　　　　　　　　　彼の方を向いている
どの彩線も感激の歓びの光輝を
　　　　　　　　　　発している
どの鮮花も感激の喜びの彩色を
　　　　　　　　　　発している
どの彩線もどの鮮花も
　　　　　感激の歓びの香りを放っている
光輝は彼の身に集まった
彩色は彼の身に集まった
香りは彼の身に集まった
彼はまるで巨大な赤心だ
彼はまるで巨大な金星だ
彼はまるで巨大な紅旗だ
彼はまるで空いっぱいの光明の大気だ
彼が来た
どの光輝の中からも来た
どの彩色の中からも来た
どの香りの申からも来た
彼が来た
すべてを照らす聖火が来た
すべてを慰める聖楽が来た
魯迅が来た！
最も愛する先生
大いに勇ましい巨人
血肉の兄弟
赤誠の同志
あなたは来た1
あなたは新しく生まれた祖国の中軸に来た！
あなたは始まった歴史の起点に来た1
私は覚えている、あなたの悲憤を
そこでは苦難の人民の憎しみが燃えている
私は覚えている、あなたの微笑みを
そこでは戦闘の人民の愛情が流れている
私は覚えている、あなたの凝視を
そこでは歴史の前途の幸福な遠景が
　　　　　　　　　　　　　　輝いている
9）1950年代のその他の評論など
　「関於魯迅論高爾基　一紀念高爾基逝世
十五周年」（「魯迅、ゴーリキーを論ずるに関し
て　一ゴーリキー逝去15周年を記念する」
1951年5月25日）。この中で胡風は、魯迅がゴー
リキーについて言及した三編の文章、すなわち
「中訳本『一月九日』小引」、「『俄羅斯童話」小
引」、「関於太炎先生二三事」より該当箇所を引
用し、「ゴーリキーと魯迅は、いずれもひとつ
の民族の革命過程の中でその一生を闘った。言
い換えるならば、いずれも古いものを打ち砕き、
新しいものを創造してその一生を闘った。その
ため、彼ら自身の喜怒哀楽は同時に人民大衆の
喜怒哀楽でもあり、革命闘争過程の中の歴史の
心の声とならざるを得ない」、「魯迅は、よく見
かける喜怒哀楽という四字を用いてゴーリキー
の戦闘の精神内容を形容したが、その意義は厚
く深遠であり、決してよく見かける理解に包括
できるというものではない」と述べている。さ
らに「革命的ヒューマニズム、社会主義的リア
リズムは、作家を大衆と一体にさせ、その喜怒
哀楽は必ず相通ずる。これはゴーリキーが私た
ちに残してくれた道であり、同時に魯迅が私た
ちに残してくれた道でもある」としている。（13）
　「果文理与我椚　一紀念果k理逝世一百年」
（「ゴーゴリと私たち　一ゴーゴリ逝去100年
を記念する」1952年2月27日）。この中で胡
風は、1907年に魯迅が中国にゴーゴリを紹介
したこと、1926年に魯迅の手を経て、章漱園
の訳による『外套』が中国の読者の手に渡った
こと、魯迅が「最後の戦闘精力を用いて」『死
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せる魂』を翻訳したことを述べている。さらに
『摩羅詩力説」よりゴーゴリに言及した箇所を
引用して、「青年魯迅は“目に見えない涙の痕跡、
悲しい表情で、その国の人々を揺さぶっだと
いう言葉で、ゴーゴリの文学の道を描写したが、
これは一言で的を射たと言えよう。」「青年魯迅
は、“ロシアは子供のようで、かつ盲人ではない、
ロシァは伏流のようで、かつ古井戸ではない”
という言葉で、ゴーゴリが目にしたロシアを描
写したが、これもまた一言で的を射たものであ
る」と述べている。（14）
　「致歌庸」（「取庸宛の書簡」1952年9月4日）。
歌庸（1920～　）、原名鄭嫡中は文芸理論家で、
1955年の胡風批判において「胡風分子」とさ
れている。1952年8月28日から12月26日ま
での胡風の取庸宛の書簡には、歌庸の論著『「阿
Q正伝」研究』の原稿に対する胡風の意見が述
べられている。（15）ここでは9月4日付の書簡
を見てみる。
　第一段落の意味は、どうも説明すべきで、
魯迅、革命的なヒューマニズム、そして中国
社会（生活）に対する認識とによって、徹底
した反帝反封建の認識と戦闘の道に達し、少
しの改良主義の匂いもしません。プロレタリ
ア階級の指導は、一方で彼の十月革命に対す
る歓迎と人民に対する呼びかけに表現されて
おり、一方で作品と闘争と共産党誕生への歓
迎にも表現されています。また共産党人との
接近およびその指導する闘争との一致にも表
現されています。もしその時、「阿Q正伝」
の中にプロレタリア階級の指導が書かれてい
たら、それはリアリズムに反する冗談です。
同時に、また説明を要しますが、芸術創造上、
戦闘的なリアリストの魯迅は、マルクス＝
レーニン主義の体系的な理論認識に達するの
は不可能であり、これはただ毛沢東思想の創
造者のみが成せることです。しかし彼の戦闘
要求と戦闘の道は、その主線において、毛沢
東思想と相通じる内容と精神を獲得していま
す。
10）「関於解放以来的文芸実践情況的報告」（「解
放以来の文芸実践情況に関する報告」1954
　年7月、以下「文芸実践情況的報告」と略記
　する）
　胡風が1954年3月より書き始め、7月に共
産党中央に提出した報告書で、共産党の文芸政
策を批判した内容で1955年の胡風批判の原因
となる。「三十万言書」、「胡風意見書」とも呼
ばれる。㈹
　この報告書中の「第二件・関於幾個理論性問
題的説明材料」の「第一：有関現実主義的一個
基本問題」で胡風は、林黙酒の、胡風の誤りは
“旧リアリズムと社会主義リアリズムの根本的
な区別が見えていない”という批判、何其芳の、
胡風は“ブルジョア階級リアリズムとプロレタ
リア階級リアリズムの問に、その原則的な区別
がはっきりと見えていない”という批判に反論
している。
　リアリズムの勝利のために、魯迅の伝統を
重要視し、継承しなくてはならない。最初の
小説『狂人日記』は、社会主義リアリズムの
道を切り拓いた。その高度な歴史の真実性、
人が人を食う（人が人を抑圧し、人が人を搾
取する）制度に反抗する、その火のような熱
情は、まさに貴重な社会主義精神に属してお
り、当時の作家たちに欠けていたものである。
林黙酒同志は、彼の唯心論を用いた解釈の“思
想改造”を証明するために、魯迅を使って彼
の意味に基づく“飛躍の変化”をもたらすた
めに、魯迅の“前期”の作品を“ブルジョァ
階級、プチプル階級の批判的リアリズム”と
呼ぶのを惜しまない。私が思うに、これは歴
史を踏みにじる“理論”でしかない。（17）
　「第二：関於幾個具体論点」では「民族形式」
について述べ、「形式は内容によって決定され
るものであり、体裁がそうであり、言語の具体
的な表現方法もそうである」としている。
魯迅の小説形式は、ヨーロッパから“移植”
したもので、中国の旧小説に対して言うなら
ば、全く新しいものである。魯迅の雑文、散
文、散文詩などは、ヨーロッパ文学の同類の
形式をいくらか改造して創造されたもので、
中国においては、かつて誰も成し得なかった
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ものである。魯迅の作品は真に私たちの民族
の特徴を反映しているが、しかしむしろ全く
新しい見方を通しているので、それゆえ真に
私たちの民族の特徴を反映しているものであ
る。魯迅のどの作品の内容も、すべて私たち
の民族の現実（思想感情）を“思想材料”と
しているが、しかしむしろ全く新しい見方、
あるいは社会革命の実践者の感情態度を用い
て現実に対しているので、それゆえ彼は、そ
れでこそリアリズム新文学の開拓者、創始者
となったのである。魯迅の用いた体裁は、確
かにかつて誰も成し得なかったが、しかし私
たちの民族形式とならざるを得ない。（18）……
　民族文化遺産、民族形式、民族文化伝統につ
いての林黙酒の言葉を引用する。
一生を終えるまで、ずっと怒りをもって、新
文学が“民族文学伝統を継承し発揚した”と
する民族復古主義の理論に反対した。……
　（丁）魯迅の形式（体裁）に至っては、そ
れはかつてだれも成し得なかったものである
とすでに述べた。……
　（戊）魯迅の“言語、構成、表現方法”に至っ
ては、それは当然民族言語であるが、しかし
それは基本的に“広く口語から採る”ことか
ら獲得した結果である。……
　（己）魯迅は旧形式の採用を主張したこと
があるが、しかしそれは“新形式の探求”の
ための方法の一つであり、大衆が容易に理解
するための方法の一つであり、有り得る幾つ
かの取るべき点を提示したのであり、決して
“優れた伝統”として見たのではない。⑳…
　革命的な新文芸の代表者魯迅先生は、一方
で外国の進歩的文学の影響を受け、同時にま
た自己の民族の文学遺産を継承し、発展させ
た。彼は理論上、旧形式の採用の中で文芸の
民族形式を生み出すことができると主張した
だけでなく、さらにかつて、わが国の文学と
美術などの民族遺産の研究、整理と出版の仕
事に勤勉に力を注ぎ、青年文芸工作者にこれ
らの遺産に学ぶよう呼びかけた。彼自身の作
品の言語、構成、表現方法から、彼が最も良
く民族文学伝統の特色を継承し発揚させてい
るのを、さらに見出すことができる。（19）
これに対して胡風は反論を加える。
　（乙）魯迅は“民族遺産の研究、整理と出
版の仕事”に“力を注”いだ、しかし、それ
は彼自身にとっては“思想材料”としてであ
り、他の人にとっては“明らかに旧文学を研
究する青年を指定しており”（『魯迅全集』第
5巻、408頁）、決して“一般に言及”（同上）
したのではなく、決して林黙酒同志が言うよ
うに“青年文芸工作者にこれらの遺産に学ぶ
よう呼びかけた”のではない。
　（丙）魯迅が遺産を否定したか否か、私が
そのように言ったか否かは別の問題であり、
この議論は後回しにする。しかし魯迅はその
　「題材」について、胡風は、何其芳は「作家
の頭上に三本の棍棒を置いた」として、その「三
本の棍棒」、すなわち「（1）題材は“作品の価値
に対して”一定の決定作用がある。（2）“文学歴
史上の偉大な品はつねにその時代の重要な生活
あるいは重要な問題を以て題材とする”。（3）“作
家は題材の選択に対してふつう彼の立場と関係
がある”。」を挙げている。そして『阿Q正伝』
をめぐって何其芳の批判に反論する。
　第一に、彼は［何其芳を指す］、私の“頭
の中の人民は、やはり阿Qのような人であ
る”、私は“どうも、阿Qが四十年前の農民
の形象であり、その上、農民の一つの形象に
過ぎないということを完全に忘れているよう
である”、私は“どうも、三十年来中国が経
験してきた巨大な変化を完全に忘れているよ
うである”と言う。
　私は何度も考えたが、私は決して“完全に
忘れている”ようなことはない。私は、阿Q
が四十年前の農民であることは覚えており・
そして彼が“農民の一つの形象に過ぎない
ことも覚えている。私の意味は次のようなこ
とに過ぎない、すなわち、魯迅は四十年前“一
つの形象”である阿Qの身に、封建主義の
イデオロギーによって毒された阿Qの身に・
革命の要求を見出し、彼の運命から残酷な階
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級闘争の論理を見出し、旧中国に対して熱涙
横流する痛烈な訴えを発し、読者を教育し、
思想上、何其芳同志が言うところの“三十年
来中国が経験してきた巨大な変化”となるの
を促した一すなわち私が言うところの“ま
さに波濤沸き立つ反封建闘争という大海へと
押し流すことができ、そして確かに押し流し
た一つの源である”（『リアリズムの道を論ず』
120頁）。そのため阿Qの運命を通して、“人
は、このように生きるべきではないという強
烈な欲望を引き起こされ、彼らの運命を造っ
た現実社会内容に対する把握を通して、幸福
な明日を追求することを強力に要求する”（同
上、127頁）。そして、魯迅は阿Qの身に革
命要求を見出し、明日を見出すことができた
が、それでは私たち今日の作家はというと、
“闘争している人民の中に入っでも、“歴史の
運命を支配する潜在力量”が見えず、あるい
は“もともと封建主義支配下の人民の中に身
を置いていたが、少しも注意を払わず、しば
らくのんびりと日を過ごず、それは許され
ないことであり、原因の一つは、すなわち何
其芳同志らの主観教条主義が造り出した毒害
である（同上、119頁）。（21）
11）「在中国文聯主席団和中国作協主席団聯席
　拡大会議上的発言」（「中国文連主席団と中国
作家協会主席団連席拡大会議での発言」1954
　年11月7日～11月10日、以下「拡大会議
上的発言」と略記する）
　「胡風意見書」提出の4ヶ月後の、上記会議
での発言内容であり、胡風文芸思想批の直接の
きっかけとなったものである。（22）
　ここで胡風は、雑誌『文芸報』に対して、「ブ
ルジョア階級思想への投降の傾向」、具体的に
は「反動的な胡適派思想への投降」を批判して
いる。そして魯迅の胡適、察元培、朱光潜に対
する態度について述べている。
　私たちの新文学の革命伝統は、ずっとブル
ジヨア階級胡適派と闘争を続けた。つまり
五四当時、魯迅の思想立場と胡適の思想立場
の対立は非常に鮮明なものであった。胡適は、
主義は“外来輸入”のもので、主義を語るこ
とは“怠けること”なので、“犬や猫でもで
きる事”で、それは“天下の多くの罪悪”を
造り出すであろうと罵ったが、しかし魯迅は
十月革命は“新世紀の曙光”であると歓呼し、
人民にこれに向かって“こうべを上げ”、“主
義をもつ人民”となるよう要求し、彼は理想
を守り、胡適が表看板とした“高雅の至りの
事実”は“列祖列宗の成規”に過ぎないこと
を指摘した。その後、魯迅は胡適が日本帝国
主義者に“中華民族の心を征服する”よう要
求した、その卑劣無恥を指摘した。五回の“囲
刻”の困難な時期、胡適に対して、魯迅は闘
争を放棄することはなく、烈士盟秋白は尖鋭
な闘争をおこなっている。麗秋白は、胡適の
“好んで権門に廉恥を売る”“蛇の毒”の恥知
らずな行為を指摘した。皆さんは御存知であ
ろうが、そのような苦難の時期、察元培は魯
迅の面倒を見て、魯迅は薬元培の人柄に一種
の尊敬の感情も抱いていた。しかし察元培が
国外から帰国し、国民党に有利な談話を発表
した時、魯迅はすぐに指摘した。彼は、通信
社が名前を間違えたのだ、これは胡適の談話
であり察元培の談話ではないと疑った。彼は
胡適を暴露し、ここから察元培に忠告した。
彼の原則性がとても強いことが見て取れる。
朱光潜に対し、魯迅は陶潜の詩についての解
釈の中から、短い言葉で、彼の美学の全くの
虚偽の本質を暴き出した。（23）
2、まとめ
　ここで、内容的に重複するところもあるが、
前章で見てきた胡風の著述の要点を整理し、気
づいた点、考えた点を挙げてみることにする。
　「冬夜通信」は、二つの新聞記事のエピソー
ドが述べられ、1937年10月29日付の新聞記
事より二箇所が引用された後に、魯迅の「『淑
姿的信』序」、「世故三昧」からの引用文へと続
いているが、この間の脈絡がはっきりしないよ
うに思われる。「『淑姿的信』序」は、1932年、
程鼎興が亡き妻金淑姿のために書簡集を出版
し、人を通して魯迅の序文を依頼し、それに応
えて雷かれたものである。（24）10月29日付の
新聞記事と「『淑姿的信』序」は、いずれも死
者に対して書かれたものであるが、胡風は魯迅
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の文章に見られる「格調の商さ」、「魂」、「悲し
みと歓び」などの「情緒」に言及しており、二
つの新聞記事に見られる「見る所の狭さ」、「む
やみな憶測」、「そしり」など、その次元の低さ、
さもしさを言いたかったのかもしれない。
　「魯迅全集発刊縁起」は、1938年に発刊され
た『魯迅全集』の編集、出版事情と、その内容
について述べられている。小説と雑文だけでな
く、未刊原稿のこと、魯迅が「一貫して社会改
造の決意の上に立っている」こと、「科学の力
量の偉大さを信じている」こと、翻訳面での仕
事、「清代撲学家の謹厳な学問態度を受け継い
でいる」こと、中国古典文学研究という学者と
しての業績、芸術面での仕事についても言及さ
れている。また「新哲学運動」の展開と、若い
世代のための奮闘を、「積極的な破壊と積極的
な建設の二つの面に向かって発展した」と表現
されている。
　「『工作与学習叢刊』編校後記及其他」では、「関
於太炎先生二三事」が紹介されており、「関於
鹿地亘」では、魯迅、胡風と日本のプロレタリ
ア文学作家鹿地亘が知り合うきっかけ、鹿地と
日高が翻訳の仕事をした際、その作品の選定と
校正は胡風がおこなってことなどが述べられて
いる。「如果一粒麦子死了」は、魯迅の死去五
年後の、彼の誕生日を記念して書かれた。この
中で、魯迅は「一人の民衆の詩人」、「反抗の詩
人」であるとされている。
　「魯迅的白話詩」では、魯迅の『弔丁君』の
一文、『為了忘却的記念』申の詩、『我的失恋』、
『愛之神』が挙げられている。ここでも胡風は、
「一般的な印象では、彼は小説家である」、「し
かし、事実上、魯迅は詩人である」と述べ、彼
の詩に見られる「沈嘗」（原文「沈郁」）に言及
している。この「沈響」という語は、文中に合
計七回使われている。
　「関於歴史劇問題」では、胡風は「歴史文学
の中に、私たちは何を書き表さなければならな
いか」と提起し、「一、歴史の真実を見出す。二、
その今日の歴史発展との関係を見出す」ことの
二点を挙げ、魯迅の『故事新編』の序文中の言
葉を引用した上で、「歴史の某点を掴んで発揮
することは容易であり、厳密な研究を経て歴史
の真実を反映させることは難しい」としている。
そして「私たちが歴史の真実の有力な再現を要
求する」のは、「歴史の結果を把握することは、
すなわち今日の生活を把握することだからであ
る」としている。
　「A．S．普式庚与中国」で胡風は言う。「プー
シキンが生活していたロシアは、初めて近代の
民主革命運動を発動し」、これに応じてロシァ
の国民文学は、「深い民族性と人民性の中にそ
の基礎を打ち立てた」。「プーシキンこそが、ま
さにこの民主革命運動の詩人」である。「プー
シキンが紹介され入って来てから以降の中国」
では、「歴史上のすべての人民闘争」が、「最初
に近代民主革命の性質上、その意義を探し当て、
またその力量を表現した」。これに応じて「民
族の現実と人民の要求の中から、民主思想の人
民の文芸を打ち立てた」。「プーシキンと中国の
合流は決して偶然の事ではない」。「最初にプー
シキンを紹介した」のは、「青年魯迅」であった。
　「創作上的三個現象和一個問題」では、「魯迅
はこれらを書く時、深く人民の魂の本質の中に
入って書き、彼らの肖像を描くだけでなく、さ
らに彼らに生命を与えた。英雄、模範、党員お
よび幾千万もの英雄に対して、私たちがうまく
書けていないのは、私たちが未だ対象から出発
せず、単に観念から出発するのみで、人民に内
在し発展するものを書けておらず、ただ彼の断
片的な図と一般的な意義しか書いていないから
である。」としている。
　『英雄譜』は1949年12月31日に書かれ、
1950年1月4日に改められたものである。中
華人民共和国建国直後の高揚した気分と故人へ
の思いが、政治性を伴った詩文で詠われている
ようである。
　「関於魯迅論高爾基」で胡風は言う。ゴーリ
キーと魯迅は「いずれも古いものを打ち砕き、
新しいものを創造してその一生を闘った」。「彼
ら自身の喜怒哀楽は同時に人民大衆の喜怒哀
楽」でもある。「革命的ヒューマニズム、社会
主義的リアリズムは、作家を大衆と一体にさせ・
その喜怒哀楽は必ず相通ずる」。これはゴーリ
キーと魯迅が「私たちに残してくれた道であ
る」。
　「果k理与我椚」では、魯迅の『摩羅詩力説」
より、青年時代の魯迅がゴーゴリの文学の道を
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描写した言葉、同じくゴーゴリが目にしたロシ
ァを描写した言葉が紹介されている。
　「致歌庸」について。「プロレタリア階級の指
導は、……一方で作品と闘争と共産党誕生への
歓迎にも表現されています。また共産党人との
接近およびその指導する闘争との一致にも表現
されています。」とあるが、魯迅の著作は、先
ずは知識階級、識字が普及している人々、著作
を閲読する力のある人々に大きな影響があった
と考えられるが、具体的な労働運動、農民運動
の指導との関係はどうであったのか、確認して
おきたいと思う。さらに「もしその時、『阿Q
正伝』の中にプロレタリア階級の指導が書かれ
ていたら、それはリアリズムに反する冗談です」
と述べられている。また「芸術創造上、戦闘的
なリアリストの魯迅は、マルクス＝レーニン主
義の体系的な理論認識に達するのは不可能であ
り、……しかし彼の戦闘要求と戦闘の道は、そ
の主線において、毛沢東思想と相通じる内容と
精神を獲得しています。」と述べられている。
　「文芸実践情況的報告」では、「第一：有関現
実主義的一個基本問題」での中で、「魯迅の伝
統を重要視し、継承しなくてはならない」こと、
魯迅の『狂人日記』が「社会主義リアリズムの
道を切り拓いた」こと、「その高度な歴史の真
実性」、「火のような熱情」は「社会主義精神に
属しており、当時の作家たちに欠けていたもの」
であることが述べられている。「第二：関於幾
個具体論点」の中では、「民族形式」について、
「形式は内容によって決定されるものであり、
体裁がそうであり、言語の具体的な表現方法も
そうである」とし、「魯迅の小説形式は、ヨーロツ
パから“移植”したもの」で、雑文、散文、散
文詩などは「ヨーロッパ文学の同類の形式をい
くらか改造して創造されたもので、中国におい
ては、かつて誰も成し得なかったものである」、
彼の作品は「真に私たちの民族の特徴を反映し
ている」、どの作品の内容も、「すべて私たちの
民族の現実（思想感情）を“思想材料”として
いるが、しかしむしろ全く新しい見方、あるい
は社会革命の実践者の感情態度を用いて現実に
対して」いる、彼の用いた体裁は「私たちの民
族形式とならざるを得ない」と述べている。さ
らに、魯迅は「新文学が“民族文学伝統を継承
し発揚しだとする民族復古主義の理論に反対
した」こと、彼の“言語、構成、表現方法”は、
「基本的に“広く口語から採る”ことから獲得
した結果である」こと、彼は「旧形式の採用を
主張した」が、それは「“新形式の探求”のた
めの方法の一つであり、大衆が容易に理解する
ための方法の一つ」であり、「決して“優れた
伝統”として見たのではない」ことが述べられ
ている。「題材」についての何其芳の批判と胡
風の反論は、何其芳は、新文学運動開始以来
四十年の中国、特に中国共産党の結成とその指
導する三十年来の労働運動、農民運動、抗日戦
争、解放戦争、建国運動の中の人民像、農民像
を「題材」とすることを問題にしており、これ
に対して胡風は、魯迅が「阿Q」という文学形
象を創造したその方法と感情態度、およびその
形象に触れることによって読者に生じる思想的
な作用を重視しているように思われる。
　「拡大会議上的発言」では、魯迅の「十月革命」、
「主義」に対する立場、胡適の「申華民族の心
を征服する」発言に対する批判、察元培との関
わりとその感情、朱光潜に対する批判、魯迅の
原則性について言及されている。
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